
第二期のポイント
【別紙資料４】

の番号

大 中 小 細 大 中 小 細

Ⅰ

(ｱ) 血管病医療への取組 (ｱ) 血管病医療への取組

(ｲ) 高齢者がん医療への取組 (ｲ) 高齢者がん医療への取組

(ｳ) 認知症医療への取組 (ｳ) 認知症医療への取組

Ⅲ

Ⅱ、Ⅵ

(ｱ) より質の高い医療の提供 (ｱ) より質の高い医療の提供 Ⅱ

(ｲ) 患者中心の医療の実践 (ｲ) 医療安全対策の徹底

(ｳ) 法令・行動規範の遵守

(ｴ) 医療安全対策の徹底

(ｱ) 高齢者に優しいサービスの提供

(ｲ) 療養環境の向上

(ｳ) 患者の利便性と満足度の向上

Ⅳ

(ｱ) 安心して生活するための社会環境づくりへの貢献

(ｲ) 災害時における高齢者への支援 Ⅵ

(ｱ) 産・学・公の積極的な連携

(ｲ) 普及啓発活動の推進や知的財産の活用 Ⅳ

Ⅴ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅴ

Ⅵ

第二期中期目標（案）項目構成

前文（基本的な考え方）

１ 中期目標の期間

イ 急性期医療の取組（入退院支援の強化）

エ 地域連携の推進

オ 安心かつ信頼できる質の高い医療の提供

ウ 救急医療の充実

（１） 高齢者の特性に配慮した医療の確立と提供

オ 研究成果・知的財産の活用

ウ 地域の医療・介護を支える人材の育成

（１） 収入の確保

（１） 地方独立行政法人の特性を活かした業務の改善・効率化

（２） 適切な法人運営を行うための体制の強化

（２） コスト管理の体制強化

２ 都民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

（１） 高齢者の特性に配慮した医療の確立と提供

ア 三つの重点医療の提供体制の充実

イ 次代を担う医療従事者及び研究者の養成

第一期中期目標の項目構成

２ 都民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項

前文(基本的な考え方）

１ 中期目標の期間

カ 患者サービスの一層の向上

３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

ウ 人材育成カリキュラムの開発

ア ３つの重点医療の提供

オ 安心かつ信頼できる質の高い医療の提供

（２） 高齢者医療･介護を支える研究の推進

ア 老化メカニズムと制御に関する研究

エ 適正な研究評価体制の確立

ア センター職員の人材育成

オ 他団体との連携や普及啓発活動の推進

イ 高齢者急性期医療の提供

ウ 地域連携の推進

エ 救急医療の充実

（２） 収入の確保、費用の節減

イ 重点医療に関する病因・病態・治療・予防の研究

ウ 高齢者の健康長寿と福祉に関する研究

（３） 高齢者の医療と介護を支える専門人材の育成

イ 次代を担う医療従事者及び研究者の養成

（２） 効率的な施設整備の実施

（３） 周辺施設等への配慮

５ その他法人の業務運営に関し必要な事項（新施設の整備に向けた取組）

４ 財務内容の改善に関する事項

（１） 新施設で実施する新たな取組への準備

（１） 効率的・効果的な業務運営

（３） 高齢者の医療と介護を支える専門人材の育成

ア 法人職員の確保・育成

エ 先進的な老化研究の展開・老年学研究におけるリーダーシップの発揮

ウ 活気ある地域社会を支え、長寿を目指す研究

３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

５ その他業務運営に関する重要事項（法人運営におけるリスク管理の強化）

カ 患者中心の医療の実践・患者サービスの向上

（２） 高齢者の健康の維持・増進と活力の向上を目指す研究

ア トランスレーショナル・リサーチの推進（医療と研究の連携）

イ 高齢者に特有な疾患と生活機能障害を克服するための研究

４ 財務内容の改善に関する事項

第一期中期目標・第二期中期目標（案） 項目比較 資料 ３


